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主
な
議
案
審
議

◆
畑
地
か
ん
が
い
施
設
整
備
事

　

業
分
担
金
徴
収
条
例

事
業
費
の
一
部
に
充
て
る
た

め
、受
益
者
か
ら
分
担
金
を

徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

畑
地
か
ん
が
い
施
設
整
備

事
業
の
役
割
と
内
容
は
。

Ａ　

畑
作
地
帯
に
農
業
用
水
を

安
定
的
に
供
給
し
、農
作
物
の

品
質
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
、

昭
和
50
年
代
前
半
か
ら
堀
兼
地

区
を
中
心
に
10
地
区
で
井
戸
施

設
を
整
備
し
て
き
た
も
の
。

Ｑ　

条
例
整
備
の
効
果
は
。

Ａ　

条
例
の
整
備
で
国
の
補
助

事
業
が
活
用
で
き
、市
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
施
設
の
更
新
事

業
を
実
施
で
き
る
。施
設
利
用

組
合
の
費
用
負
担
は
、補
助
対

象
額
を
除
く
総
事
業
費
の
２
分

の
１
に
軽
減
さ
れ
る
。

◆
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
廃
止

今
後
の
福
祉
施
策
の
た
め
、80

歳
、88
歳
、99
歳
に
支
給
す
る

敬
老
祝
金
を
廃
止
す
る
も
の

《
賛
成
多
数（
18
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

廃
止
に
至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ　

財
政
状
況
が
厳
し
く
、介

護
や
医
療
な
ど
の
経
費
の
増
加

も
見
込
ま
れ
、よ
り
多
く
の
高

齢
者
福
祉
事
業
の
財
源
の
一
部

と
す
る
た
め
、廃
止
す
る
も
の
。

Ｑ　

金
額
や
支
給
対
象
年
齢
の

変
更
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
が
。

Ａ　

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
検

討
を
行
っ
た
が
、高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
く
、高
齢

者
の
医
療
介
護
な
ど
の
費
用
も

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、早

期
に
諸
制
度
の
見
直
し
が
必
要

に
な
っ
た
た
め
廃
止
と
し
た
。

Ｑ　

今
後
、長
寿
を
迎
え
る

方
々
に
ど
の
よ
う
な
形
で
敬
意

を
示
す
の
か
。

Ａ　

長
寿
者
家
族
慰
労
品
等
支

給
事
業
を
見
直
し
、敬
老
の
気

持
ち
を
示
す「
敬
老
祝
品
」を
贈

る
方
策
を
講
じ
て
い
く
。

反
対
討
論

日
本
共
産
党　
　

大
沢
え
み
子

◆
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
狭
山

　
台
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

当
該
施
設
の
指
定
管
理
者
を

一
括
で
指
定
す
る
も
の

《
賛
成
多
数（
16
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

一
括
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ　

今
回
の
候
補
者
か
ら
の
提

案
で
は
、図
書
資
料
と
ス
ポ
ー

ツ
を
結
び
付
け
る
事
業
な
ど
が

提
案
さ
れ
て
お
り
、相
乗
効
果

が
発
揮
さ
れ
、サ
ー
ビ
ス
向
上

が
図
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ　

図
書
館
の
指
定
管
理
の
問

題
が
全
国
的
に
も
起
こ
っ
て
い

る
が
、選
書
の
権
限
は
。

Ａ　

公
平
性
や
偏
り
の
な
い
収

集
選
書
と
す
る
た
め
、指
定
管

理
者
の
提
案
も
参
考
と
し
て
中

央
図
書
館
が
引
き
続
き
選
書
を

行
う
。

◆
学
童
保
育
室
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定

学
童
保
育
室
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

公
募
で
は
な
く
相
手
を
限
定

す
る
特
命
と
し
た
理
由
は
。

Ａ　

安
全
で
安
心
で
き
る
放
課

後
の
児
童
の
居
場
所
と
し
て
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
健
全
な

運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
で
子
育
て

支
援
や
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
団
体
を
特
命
で
候
補

者
に
選
定
し
た
も
の
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
の
安
定
し
た

財
政
運
営
の
た
め
、賦
課
限

度
額
な
ど
を
改
定
す
る
も
の

《
賛
成
多
数（
15
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

ど
の
く
ら
い
国
民
健
康
保

険
税
を
上
げ
る
の
か
。

Ａ　

年
額
一
人
当
た
り
９
千
６

８
６
円
、一
世
帯
当
た
り
１
万

６
千
６
９
２
円
、全
体
で
11
・
99

％
の
改
定
で
、総
額
約
４
億
２

千
万
円
で
あ
る
。

Ｑ　

医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に

何
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

Ａ　

特
定
健
康
診
査
な
ど
の
受

診
率
向
上
対
策
と
し
て
、通
知

や
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
加

え
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
も

活
用
し
た
。26
年
度
か
ら
は
、ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
た
場
合
の
差
額
通
知
で
利
用

促
進
を
図
っ
た
。ま
た
、生
活
習

慣
病
重
症
化
予
防
対
策
事
業
の

実
施
に
よ
り
医
療
費
の
削
減
に

努
め
て
き
た
。

反
対
討
論

無
所
属　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

日
本
共
産
党　
　

大
沢
え
み
子

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

《
賛
成
多
数（
18
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

私
立
小
山
台
保
育
園
の
耐

震
補
強
が
あ
る
が
、こ
れ
以
外
の

保
育
所
は
ど
の
程
度
、耐
震
工

事
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　

公
立
を
含
め
、今
回
で
す

べ
て
の
保
育
所
が
改
修
工
事
を

完
了
す
る
。

Ｑ　

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事

業
の
内
容
と
対
象
は
。

Ａ　

対
象
児
童
は
、認
可
保
育

所
、認
定
こ
ど
も
園
、地
域
型
保

育
事
業
所
に
入
所
す
る
児
童
の

う
ち
、生
計
同
一
世
帯
で
、３
人

以
上
の
兄
弟
姉
妹
が
い
る
場
合

に
、３
人
目
以
降
で
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
ま
で
の
児
童
。補
助

金
額
は
、対
象
児
童
を
約
１
４

０
人
、一
人
年
額
８
万
５
千
円

を
見
込
ん
で
お
り
、給
付
は
今

年
度
末
ま
で
を
目
標
に
対
応
し

た
い
。

Ｑ　

小
児
科
の
二
次
救
急
医
療

体
制
で
日
曜
日
の
診
療
は
。

Ａ　

日
曜
日
の
昼
間
の
時
間
帯

は
、来
年
の
１
月
か
ら
第
１
週

を
狭
山
厚
生
病
院
、第
３
週
を

入
間
川
病
院
、第
４
週
を
埼
玉

石
心
会
病
院
で
担
当
。残
り
の

第
２
週
と
第
５
週
と
夜
間
は
未

決
定
だ
が
、担
当
病
院
確
保
の

た
め
、狭
山
保
健
所
を
中
心
に
、

構
成
３
市
で
連
携
し
て
い
く
。

Ｑ　

都
市
計
画
管
理
事
業
費
で
、

用
地
の
買
収
案
は
、幅
員
９
メ
ー

ト
ル
の
延
長
74
メ
ー
ト
ル
と
あ

る
が
、買
収
後
の
計
画
は
。

Ａ　

入
間
小
学
校
跡
地
か
ら
入

曽
駅
ま
で
の
動
線
と
な
る
通
路

と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

橋
り
ょ
う
費
を
前
倒
し
で

行
う
工
事
内
容
は
。

Ａ　

今
後
の
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
に
関
わ
る
修
繕
工
事
は
、大

規
模
修
繕
更
新
補
助
を
活
用
し

て
、い
る
ま
が
わ
大
橋
の
修
繕

工
事
費
の
事
業
期
間
を
１
年
間

短
縮
す
る
予
定
。修
繕
工
事
の

内
容
は
、舗
装
の
打
ち
替
え
や

桁け
た

の
塗
装
工
事
、ひ
び
割
れ
の

補
修
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
議
案 

《
い
ず
れ
も
原
案
可
決
》

条
例
◆
一
部
改
正　

議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
、

市
税
条
例
等
、学
童
保
育
室
条

例
、市
営
住
宅
条
例
、狭
山
市
駅

東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

に
関
す
る
条
例　

そ
の
他
◆
指

定
管
理
者
の
指
定（
３
件
）、市

道
路
線
の
認
定
・
廃
止（
４
件
）

敬老祝金支給条例廃止の効果は
　28年度の試算では、約2,863万
円となり、医療、介護、予防、住ま
い、生活支援などが一体的に提
供できる『地域包括ケアシステ
ム』構築などの財源の一部に充
当されます。

青々としたサトイモ畑青々としたサトイモ畑

いるまがわ大橋の
橋りょう

12月定例会
11月26日～12月14日

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、「
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
廃
止
」や「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、「
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
廃
止
」や「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
」な
ど
、

一
部
改
正
」な
ど
、2020
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
2121
人
の
議
員
で

人
の
議
員
で

採
決
し
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

採
決
し
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

2828
年
度
よ
り
敬
老
祝
金
の
支
給
を
廃
止

年
度
よ
り
敬
老
祝
金
の
支
給
を
廃
止

　

高
齢
者
福
祉
事
業
の
財
源
の
一
部
に
す
る
た
め

　

高
齢
者
福
祉
事
業
の
財
源
の
一
部
に
す
る
た
め



行政視察報告 行政視察報告
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   行政視察報告

市の未来　 へつなぐ
　狭山市議会では、先進事例 から学ぶために、必要に応じ行政視
察を実施しています。今回は、 常任委員会と議会運営委員会の視察
内容の一部をお知らせします。

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、７

月
は
会
津
若
松
市
と
那
須
塩
原

市
、10
月
は
島
田
市
と
藤
枝
市

を
視
察
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

島
田
市
で
の
視
察
内
容
を
報
告

し
ま
す
。

 

名
産
・
お
茶
の
情
報
を
発
信

　

島
田
市
の
お
茶
の
郷
博
物
館

は
、お
茶
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
受
発
信
す
る
拠
点
施

設
で
あ
り
、日
本
や
世
界
の
茶

文
化
、茶
産
業
、喫
茶
習
慣
、お

茶
の
機
能
性
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。ま
た
、お
茶
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、

館
内
に
は「
小
堀
遠
州
」ゆ
か
り

の
茶
室
と
日
本
庭
園
を
復
元
し
、

まち・ひと・しごと創生人口ビジョンと総合戦略（福島県会津若松市）
　定住促進計画（栃木県那須塩原市）
　　 茶業振興施策（静岡県島田市）
　　　人財育成の取り組み（静岡県藤枝市） 総務経済委員会

お
茶
を
は
じ
め
地
域
の
物
産
を

販
売
す
る
売
店
な
ど
も
備
え
て

お
り
、全
国
に
向
け
て
島
田
茶
、

金
谷
茶
、川
根
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
、茶

産
業
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
施
設
と
し
て
存
在
感
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

 
狭
山
茶
の
特
徴
を
活い

か
し
て

　

狭
山
茶
に
は
、北
限
産
地
の

恵
み
で
あ
る
二
番
茶
ま
で
の
茶

葉
の
摘
み
方
や
コ
ク
の
あ
る
味
、

仕
上
げ
の
火
入
れ
に
よ
る
濃
縮

し
た
味
わ
い
、そ
し
て
生
産
か

ら
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
い
る

小
売
店
が
多
い
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。「
元
気
な
狭
山
」を

つ
く
る
た
め
に
農
業
振
興
は
重

要
課
題
の
一
つ
。市
議
会
で
も

し
っ
か
り
と
取
り
上
げ
て
い
く

べ
き
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

視
察
の
成
果
を
行
政
に

　

視
察
で
得
た
こ
と
を
活
か
せ

る
よ
う
、チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
提

案
力
を
高
め
、委
員
会
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

元
気
な
狭
山
茶
・
農
業
振
興
に

　
　
　
　
　

寄
り
添
う
市
議
会
を
目
指
し
て

　　はつらつポイント制度（山口県宇部市）
　もやいネットセンター推進事業（山口県周南市）

文教厚生委員会

　　

高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
で
あ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
で
あ
る
た
め
に

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、10

月
29
・
30
日
に
、今
年
度
の
委
員

会
の
テ
ー
マ
の
一
つ「
高
齢
社

会
を
支
え
る
仕
組
み
」を
学
ぶ

た
め
、宇
部
市
と
周
南
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

 

元
気
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

　

宇
部
市
で
は
、高
齢
者
が
介

護
予
防
事
業
に
参
加

し
た
り
、介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
り
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
て

現
金
と
交
換
で
き
る

「
は
つ
ら
つ
ポ
イ
ン

ト
制
度
」を
導
入
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
の
意

識
を
高
め
る
と
と
も

に
、社
会
参
加
を
す
る
元
気
な

お
年
寄
り
を
増
や
す
こ
と
を
図

っ
て
い
ま
し
た
。

 

高
齢
者
の
見
守
り
活
動

　

周
南
市
で
の
事
業
は
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
支
え
、必
要
に

応
じ
て
関
係
者
や
関
係
機
関
と

を
つ
な
ぎ
、高
齢
者
を
守
る
活

動
支
援
を
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
。同
セ
ン
タ
ー
の
①
24
時
間

３
６
５
日
対
応
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
や
ご
家
族
の
電

話
相
談 

②
地
域
の
事
業
者
と

の「
見
守
り
協
定
」 

③
高
齢
者

が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
の

発
見
・
身
元
確
認

に
つ
な
げ
る
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク 

④
見
守
り

活
動
拠
点「
も
や

い
ネ
ッ
ト
地
区
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」の

設
置
な
ど
の
取
り

組
み
を
学
び
ま
し

た
。

 

視
察
を
終
え
て
・
・
・

　

現
代
社
会
で
は
高
齢
者
の

方
々
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変

し
て
お
り
、狭
山
市
と
し
て
も

引
き
続
き
課
題
に
向
き
合
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
の
想お
も

い
を

強
く
し
ま
し
た
。

高蔵寺ニュータウン再生事業（愛知県春日井市）
　南但ごみ処理施設整備事業（兵庫県朝

あさ

来
ご

市）
　　あやべ定住サポート事業（京都府綾部市）
　　　　　　　　　　　　建設環境委員会

　

ま
ち
の
再
生
・
定
住
促
進
・
施
設
の
更
新
！

 

ま
ち
再
生
で
地
域
活
性
化
を

　

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
積
極

的
に
活
用
し
、ま
ち
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
る
春
日
井
市
。

 

最
新
シ
ス
テ
ム
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

　

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
な
ど
の
最

新
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

維
持
管
理
費
の
削
減
に
も
取
組

ん
で
い
る
朝
来
市
。

 

定
住
を
促
す
た
め
に

　
「
交
流
か
ら
定
住
、定
住
か
ら

地
域
振
興
へ
」を
目
的
に
人
口

減
少
対
策
に
取
り
組
む「
あ
や

べ
定
住
サ
ポ
ー
ト
」を
視
察
。

 

狭
山
市
の
活
性
化
を

　

こ
れ
か
ら
も
当
委
員
会
は
良

好
な
住
環
境
形
成
の
た
め
に
、

調
査
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
中
、

そ
の
活
用
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。狭
山
市
議
会
で
も
グ

ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
導
入
や
本
会

議
の
録
画
配
信
を
始
め
て
い
ま

す
。開
か
れ
た
市
議
会
に
向
け

て
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、議
会
運
営
委

員
会
で
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た
議
会

運
営
な
ど
の
先
進
事
例
を
視
察

し
ま
し
た
。

 

情
報
発
信
の
充
実
・
強
化

　

桐
生
市
議
会
で
は
、議
決
結

果
を
市
民
に
直
接
報
告
す
る
議

会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、フ
ェ
イ
ス

　

市
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
促
進
で

　
　
　
　
　
　
　

開
か
れ
た
狭
山
市
議
会
へ

議会情報発信事業（群馬県桐生市）
ＩＣＴを活用した議会運営などの取り組み（栃木県大田原市）

　　　　　　　　　　　　議会運営委員会

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、市
民
の
皆

さ
ん
が
議
会
情
報
を
入
手
で
き

る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
促
進

　

大
田
原
市
議
会
で
は
、議
員

全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配

布
し
、会
議
資
料
の
電
子
化
を

実
現
。災
害
時
の
情
報
収
集
・
発

信
に
も
運
用
を
想
定
し
、訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

 

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
有
用
性

を
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
す

る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん

に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、少
子
化
と
転
出
超
過

に
伴
う
市
内
の
人
口
減
少
の
影

響
に
よ
り
、空
き
家
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
対
策

が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、今

年
度
の
活
動
テ
ー
マ「
空
き
家

対
策
」と
26
年
度
の
決
算
要
望

指
摘
事
項
に
も
挙
げ
ら
れ
た

「
稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
更

新
に
向
け
た
検
討
」に
沿
っ
て
、

ま
ち
の
再
生
と
定
住
促
進
に
独

自
性
の
あ
る
施
策
を
推
進
し
て

い
る
春
日
井
市
・
綾
部
市
、ま
た

費
用
負
担
を
考
慮
し
、広
域
行

政
で
の
ご
み
処
理
施
設
と
し
た

朝
来
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

視察の成果は福祉の向上に視察の成果は福祉の向上に

博物館では抹茶づくりの体験も博物館では抹茶づくりの体験も

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
に
設
置
さ
れ

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
に
設
置
さ
れ

た
高
効
率
原
燃
料
回
収
設
備

た
高
効
率
原
燃
料
回
収
設
備

情報の受発信がより速く情報の受発信がより速く

８人の委員から熱心な質問が８人の委員から熱心な質問が

担当職員から事業の担当職員から事業の
説明を受ける説明を受ける



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 7 ） （ 6 ）

　アンケートの回答にご協力いただきありがと
うございました。貴重なご意見をたくさんいた
だくことができました。皆さんからの回答は貴
重なデータとして、今後の議会広報活動に活用
させていただきます。

　狭山市議会広報委員会では、市民の皆さんに“開かれた議会”を目指し、議会広報活
動を行っています。今後の広報活動の参考にするため、市内在住1,000名の方を無作
為で抽出し、郵送でのアンケート調査を実施したところ、352名の方から回答をいた
だきました。お忙しい中、ご協力をいただき、大変ありがとうございました。

掲載内容 件数 割合
一般質問 131 15.7%
本会議の議案質疑 123 14.8%
委員会の活動内容 95 11.4%
討論の内容 87 10.5%
政務活動費の使用状況 85 10.2%
その他 311 37.4%

※複数回答

Ｑ 議会だよりを
　 読んでいますか

Ｑ どのような内容を掲載してほしいですか

Ｑ 市議会のＨＰを見たことがありますか

Ｑ どのような情報を掲載してほしいですか

Ｑ 録画配信を見たことがありますか

発送数
１，０００
回答数
３５２

掲載内容 件数 割合
市議会の活動状況 134 20.4%
定例会の結果報告 103 15.7%
政務活動費の報告 95 14.5%
定例会の情報 78 11.9%
委員会の結果報告 64  9.8%
その他 182 27.7%

※複数回答

Ｑ どのような番組をご覧になりたいですか

Ｑ ご覧になったことはありますか

Ｑ 内容に満足
　 していますか

Ｑ withゆぅ市議会をご存じでしたか

内  容 件数 割合
市議会の活動状況 140 25.7%
定例会の結果報告 87 16.0%
定例会の情報 67 12.3%
視察報告 64 11.7%
定例会以外の議員活動 55 10.1%
その他 132 24.2%

※複数回答

【アンケートの詳しい結果は、狭山市議会ホームページをご覧ください】

◆不老川をきれいなまま未来につなげるために
①「不老川をきれいにする会」が中心となって行
っているクリーン活動の意義をどのようにとら
えているか。
②今後、同会の活動をどう支援していくのか。
環境経済部長 ①流域自治会や住民による主体
的な活動により、地域課題への意識が高まると
ともに、河川環境の向上と水質改善につながっ
ており、大変意義あるものととらえている。
②不老川の河川環境の改善、水質向上に資する
活動を、これまでどおり支援していく。

◆洪水などの災害への備え
　河川を有する市として、河川の防災に対する
市の考えと仕組みは。

市民部長 水害の発生、またはその可能性がある
ときに、まずは住民に避難勧告などの発令を行
い、安全な避難を促すことが、市の重要な責務で
あると考えている。また、入間川の洪水ハザード
マップを作成し啓発活動を行うとともに、先般
の関東・東北豪雨を踏まえ、入間川洪水避難勧告
等の判断基準と伝達方法を策定した。

その他のテーマ

▶不老川の美化活動
▶河川に対する防災

◆時間外勤務時間(残業時間)の適正化
①残業時間と手当額の推移は。
②部局ごとの実態は、また偏りの是正措置は。
③残業時間が多い職員の実態と仕事量の適正化
を図るための施策は。
④残業時間を年間360時間に定めてマネジメン
ト施策を実施しては。
総務部長 ①24年度７万8,442時間約２億1,236
万円、25年度８万3,982時間約２億2,936万円、
26年度７万7,431時間約２億577万円で、前年度比
6,551時間約2,359万円が削減されている。
②26年度の一人当たりの年平均は右表のとおり
で、限られた期間に集中して業務を処理する必
要もあり、引き続き職員定数を調整したい。
③年間360時間を超えている職員が65人いる。

④全体目標を定める中で、所属内での職員間の
偏りに着目し平準化を図ることや、ノー残業デ
ーの定時退庁を促し、職員の健康管理にも一層
留意した取り組みを重点的に推進していく。
総合政策部長 ③各部が抱える諸課題などを把
握する中で、効率的な組織運営と各所属の実態
を考慮した人員配置に努めている。また、職員の
相互応援など柔軟な組織運営に努めている。

その他のテーマ

▶時間外勤務時間と手当額の推移
▶部局ごとの偏りの是正は
▶上限を定めた業務分担は

部署 時間 部署 時間
総合政策部 190.7 建設部 74.2
総務部 231.5 都市整備部 40.3
市民部 102.3 議会事務局 51.0
環境経済部 76.4 生涯学習部 122.7
福祉こども部 122.0 学校教育部 97.9
長寿健康部 236.7 上下水道部 63.2

ときどき読む
50％

読まない
30％

無回答 2％

毎号読む
18％

不満足
23％

無回答
12％

満足
65％

毎回見ている 4％
ケーブルテレビに
加入していない 4％

１回だけ見た 9％

数回見たことがある
77％

無回答 6％

知っていた 15％無回答 5％

知らない
80％

月に１回以上　2％
議会開催ごと　1％

年に数回 14％

無回答 3％

見たことがない
80％

ある 5％
議会開催ごと 0.5％

ない
55.5％

知らなかった
33％

無回答 6％

不
老
川
の
清
掃
活
動

平
成
26
年
度
の

一
人
当
た
り
年
平
均
残
業
時
間

職員の業務分担の
適正化と仕事量の平準化

河川と防災

内藤　光雄（新政みらい）

土方　隆司（新政みらい）

狭山市議会広報アンケート結果

速 報

【議会だより】 【ホームページ】

【withゆぅ市議会】



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
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会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆地域における福祉の総合相談支援体制を
　現場の地域包括支援センターが、地域におけ
る総合相談支援の必要性を訴えている理由は。そ
のことを含め、地域における総合相談支援の体
制づくりを、市はどう考えるのか。
長寿健康部長 地域包括支援センターの圏域を
分割化し増設を予定しているが、急速な高齢化
と多様化するニーズへの対応に、業務量の増大
化は変わらないと思われるため。身近な地域で
の総合相談支援の体制づくりは、国の動向も注
視しながら、ほかの公共機関の活用を含め検討
する必要があると考える。

◆不法投棄監視員の今後は
　不法投棄監視活動の成果と、監視員の今後は。

環境経済部長 監視活動や河川敷整備など、不法
投棄がされにくい環境ができ、回収した不法投棄
物は、15年度の年間13万1,230kgから、26年度の
３万460kgへと減少。監視員は、事業を見直す中、本
年度末の任期満了後は委嘱しない方向で検討して
いるが、自治会や市民の協力を得ながら、不法投棄
物を迅速に回収できる体制を維持していきたい。

その他のテーマ

▶航空祭をみんなで盛り上げる
▶不法投棄監視活動
▶市道整備（幹15号線ほか）

◆国民健康保険税の減免
　生活が大変な方には国保税と一部負担金の減
免を行ってほしいが、対象となる基準は。
長寿健康部長 国保税は、「その年の所得が著し
く減少し、かつ担税力がないとき」「生活保護を
受給」「天災等により所得が皆無またはこれに
準ずる」の３項目が減免基準。また、一部負担金
は「災害により死亡し、心身に著しい障害を受
け、または資産の重大な損害を受けたとき」「干
ばつ、冷害などによる不作」「事業の休廃止等に
より著しく収入が減少」「医療費が多額で、生活
および一部負担金の支払いが困難」など７項目
あり、いずれの場合も、生活保護法による生活扶
助、住宅扶助、教育扶助の合計額以下の収入であ
り、一部負担金全額を免除するもの。

◆「無料低額診療制度」の周知を
　医療費の支払いに困ったとき、当面の医療を
受けられる「無料低額診療制度」を周知してほし
いが考えは。
福祉こども部長 福祉事務所と社会福祉協議会
の双方で、生活困窮者などから相談があった際
に、必要に応じて個別に周知しており、今後も同
様に対応したい。

その他のテーマ

▶国保税と一部負担金の減免
▶無料低額診療制度の周知
▶学童保育の時間延長を

◆申込者全員が購入できる販売方法を
　プレミアム付商品券の申込み枚数が26,447
通なら、販売は50,000セットなので、申し込み
１通に対し１セットの販売ができたと考えられ
るが、申込者全員に公平な販売となったのか。
市長 抽選方式で販売する限り、購入希望者全員
に販売することは困難。厳正な抽選が行われ、事

業の趣旨である市内の消費拡大や経済の活性化
につながったものと認識しているが、キャンセ
ルで販売できなかった分については、子育て世
帯や高齢者世帯などへ販売する工夫が必要だっ
たと感じている。

◆公平公正な選挙
　狭山市選挙管理委員会は、被選挙権と同様に、
選挙権に対しても3か月の居住要件を確認しな
ければ、公平公正な選挙が実現しないのでは。
選挙管理委員長 市民課などと連携し適正な選
挙人名簿の調製を図っている。公職選挙法第24
条に、選挙人名簿への異議申し出の制度がある
ので、提出された際には、適正に対処し、公平公
正な選挙が行われるよう努める。

その他のテーマ

▶商品券の発券・販売と取扱店
▶商品券は消費喚起の起爆剤か
▶市議会議員選挙と狭山市選管

◆後継者育成のための支援
　技術的支援や機械購入費補助などの金銭的支
援は。
環境経済部長 技術的支援は４Ｈクラブ員（若手
農業後継者の団体）を対象に、川越農林振興セン
ターの協力を得ながら栽培技術講習会などを実
施。金銭的支援は、４Ｈクラブと農業青年会議所

の活動に農業振興団体育成補助金を交付すると
ともに、意欲のある農業後継者に機械購入など
を支援して、元気な農業の実現に努めている。今
後も、主力農作物のほか、消費者のニーズをとら
えた新しい農産物の生産に取り組む農業後継者
の農作業の効率化や生産性の向上を図るための
機械購入を支援し、産地間競争に負けない強い
農業を育成していきたい。

◆農業の生産性向上
　畑地かんがい設備の維持・更新は、野菜栽培の
生命線。その支援は。
環境経済部長 井戸ポンプ施設と圧力タンクの
改修工事に国の補助事業を活用できるよう、年
間２か所ずつ事業採択を目指していく。

その他のテーマ

▶河川災害の情報連携
▶防災無線の相互通信
▶スポーツの魅力発信
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狭山市農業の振興のために生活困窮者の方へ
負担の軽減と医療の確保を

プレミアム付商品券は
全申込者に販売できたのでは

地域における
福祉の総合相談支援体制を

千葉　良秋（創政会）

金子　広和（創造）三浦　和也（創政会）

大沢　えみ子（日本共産党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆犯罪被害者に救いの手を
①犯罪被害に遭うと、日常生活のほかに被害処
理や裁判準備など哀

かな
しみに暮れる暇もなく生活

が一変するが、狭山市での犯罪被害者支援窓口
の支援内容は。
②犯罪被害者の生活は、犯罪が起きた日から止
まってしまう。犯罪被害者に、直接的な生活援助
ができるような新たな制度をつくる考えは。
③性暴力被害者の二次被害を防ぐために、
SANE（性暴力被害者支援看護職）の活用が有
効だと思うが考えは。
市民部長 ①犯罪被害者をサポートする専門職
を配置した所管はないが、県の犯罪被害者支援
室との連携はもとより、犯罪被害者の要望に応
じ関係各課との連携を図っていく。

②犯罪被害者への新たな生活支援制度は、まず
は県警の犯罪被害者支援室で手続を行っている
国の給付金制度や、現状の市の制度の中で対応
していくことが必要と考えている。
③犯罪被害者援助センターの活動や支援、対応
などの研修に参加するなど、動向を見守って情
報収集に努めていく。

その他のテーマ

▶狭山市の犯罪被害者等支援
▶性暴力・ＤＶ被害者支援
▶未成年被害者等への支援

◆入間市東町の自衛隊病院
①仮称・自衛隊入間病院の主な医療内容は。
②エボラウイルス患者の所沢防衛医科大学病院
への搬送に、入間基地はどうからむか。
総合政策部長 ①内科、外科、リハビリテーショ
ン科、精神科、耳鼻咽喉科、歯科などが考えられ、
追加される救急科や歯科口腔外科は一般にいう
診療科と認識している。
②防衛省に確認したところ、専門病床を防衛医
科大学病院などに設けるが、（仮）自衛隊入間病
院には感染症の機材を整備する予定はなく、防
衛医科大学病院との関連性はないとのこと。

◆入間基地の輸送機
①次期機上電波測定装置をＣ－２輸送機に設置

し、評価試験の予算が概算要求されたが内容は。
②オスプレイの狭山市内での目撃情報は。
総合政策部長 ①電子整備場の整備に必要な予
算が８億6,400万円、整備格納庫の予算が21億
4,700万円、電側隊局舎の予算は７億8,330万円
の予定と聞いている。
②市内での目撃情報があるが、情報の真否、実態
は不明である。

その他のテーマ

▶基地拡張とＣ－２輸送機の動向
▶オスプレイが横田基地に
▶市有公共物のくい工事は？

◆市内の交通事故を１件でも多く減らすために
①ビッグデータを用いたセーフティマップを安
全対策にどう活用しているか。
②自転車の安全対策で、中学生や高齢者への自
転車交通安全教室をどのように行っているか。
③本年６月の道路交通法改正に伴い、自転車利
用者への周知をどのように行っているか。
市民部長 ①県では、セーフティマップを活用
した交通データをもとに、注意喚起を促す対策
を実施。狭山市でも、公表されたセーフティマップ
を参考に、交通安全対策に取り組む。
②安全な乗り方やルールなどを指導。特に中学
生には法の改正趣旨を含め啓発し、高齢者にも
交通安全教室での啓発強化に努めている。
③広報さやまへの特集記事やホームページなど

で、広く市民に周知するとともに、交通安全運動
の機会をとらえ啓発を行っている。

◆狭山市の特徴を活
い

かした移住政策
　市内事業所で、市外在住の従業員の市内移住
をなんらかの優遇策をもって奨励しては。
総合政策部長 先進事例を研究し、総合戦略の
具体的な施策の中で検討していく。

その他のテーマ

▶自転車マナーの向上を推進
▶自転車が安全通行の道路整備
▶人口減少スピードの抑制を

その他のテーマ

▶産後ケア事業の充実を
▶人財を育てることは市の責務
▶職員提案制度の活性化を

◆妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援を
　利用者のニーズに合わせ、身近な所で相談に
応じてくれる人と場所があることは重要。母子
保健コーディネーターの配置に対する見解は。
長寿健康部長 子育て家庭に必要な事業を利用
しやすい施設で提供することが重要であり、そ
の配置場所や職種、きめ細かな支援体制などを
関係課と検討する。

◆厳しい行財政運営、乗り切る鍵は人財に
　人財育成について市長の見解は、また理想の
職員像は。
市長 狭山市人材育成基本方針を踏まえ、従来
からの職員研修と併せて、人事管理や職場の環
境づくりまで含めた総合的な人材育成に取り組
んでいる。こうした取り組みをとおし、職員の能
力が最大限に発揮され、切磋琢磨することによ
り、個々の職員や組織の活性化が図られ、市民サ
ービスの向上につながると考えている。理想の
職員像は、市民と協働しながら職務遂行に誠心
誠意取り組み、自ら行動できるバイタリティー
と豊かな創造性、協調性、高いコスト意識を持
ち、狭山市が抱える問題解決に情熱を持って取
り組んでいく職員であると考えている。
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職住近接を優遇策で奨励
人口増加の第一歩

綿貫　伸子（公明党）

赤ちゃんを産みやすく
育てやすいまちに

入間基地の動向を
素早く市民に！

齋藤　誠（公明党）

犯罪被害者などに
「途切れない支援」を求めて
望月　高志（日本共産党）

猪股　嘉直（日本共産党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆認知症の国家戦略と狭山市の取り組み
①「認知症初期集中支援チーム」の設置の考え方
と取り組みについてはどのようになるか。
②「若年性認知症」患者・家族の交流の場や就
労支援などの支援体制の現状と課題をどのよう
に認識しているか。
長寿健康部長 ①医療や介護の専門家で構成さ
れ、地域包括支援センターなどの関連機関や地
域住民から得た情報に基づき、対象者への定期
的な訪問などを行う。そして、認知症有無の評価
や必要に応じて医療機関の受診を促すなど、潜
在する認知症高齢者の早期発見、早期診断、早期
対応に向け、定期的なチーム員会議により協議
を行い、適切な医療および介護サービスにつな
ぐもの。狭山市では、28年度内の設置を予定し

ている。
②毎週水曜日の電話相談「認知症相談ホットラ
イン」や本年度開設した「オレンジカフェ」は、若
年性認知症の方も対象で、情報交換や交流の場
として活用できる。就労支援は、病状の進行に応
じて精神保健福祉手帳を取得し、福祉的就労な
どの支援を受けることも有効であると考える。

その他のテーマ

▶社会全体で認知症に取り組む
▶教育相談体制の充実を

◆高齢者の安否・見守り確認
①市営住宅での単身者の安否確認の実態は。
②福祉ＮＰＯなどにより、高齢者のために安否
確認サービスを開始していただいては。
都市建設部長 ①市の緊急通報サービスは、市
営住宅入居の75歳以上単身高齢者110名のうち、
約20名が利用。状況確認は、管理人や近隣住民

などからようすがいつもと違った場合に連絡が
入るので、その都度対応している。
長寿健康部長 ②有用性は認識しており、既に実
施しているＮＰＯや任意の団体の状況などを確
認していくことが重要と考えている。

◆児童虐待
①狭山市の実態は。
②要保護児童対策地域協議会と市の連携は。
福祉こども部長 ①26年度は、通報112件のうち
児童虐待相談は50件で、身体的虐待11件、性的
虐待１件、心理的虐待22件、育児放棄16件。
②こども課が調整機関となり、通報があったす
べてのケースの報告と要保護児童に係るケース
の進行管理などを行っている。

その他のテーマ

▶市営住宅を高齢者向けにして
▶高齢者用のネットワーク構築を
▶入曽駅前を特色ある温かな所に

◆入曽の拠点づくり
①人のにぎわいを創るには。
②入曽公民館の機能と役割は。
③旧入間小跡地をスポーツなどに供しては。
④公民館に人が集える場所を設けては。
生涯学習部長 ①まちのにぎわいには集客性の
ある企業の立地が不可欠だが、こうした点で公

民館は地域住民が集い、さまざまな活動を行う
拠点として、人のにぎわいの創出に一定の役割
を果たすと考えている。
②生涯学習や社会教育の拠点としての役割はも
とより、多くの世代が集う地域住民の交流拠点、
災害時の防災拠点、さらに入曽地区センターを
併設することで、入曽地区のまちづくりの拠点
としての役割を果たすことが求められる。
③競技スポーツでの利用を前提としたグラウン
ドではなく、安全施設などもないことからスポ
ーツ大会などの利用は難しいが、サッカーの練
習やキャッチボールなどの利用は可能。
④入曽地区自治会連合会からも多くの世代が集
える交流拠点の設置について要望があり、地元
に設置した検討委員会の中で検討していく。

その他のテーマ

▶統廃合で失われた拠点を創
つく

る
▶圏央道開通に伴う経済効果は
▶橋の無料化で産業への影響は

◆公立と民間ノウハウによる学童保育室の充実
　公立・民間の学童保育の情報交換の場づくり
と民間ノウハウの活用は。
学校教育部長 直営の学童保育室は、定例的に
支援員の会議を開催している。この会議に指定
管理者が管理する学童保育室の支援員も参加す
るような機会を持ちたい。また、指定管理者は、

独自の事業など特色ある運営を心がけており、
直営の学童保育室でも見習うべきものを積極的
に取り入れ、運営の充実を図りたい。

◆介助員などの適正配置による円滑な学級運営
　介助員の配置など特別支援学級・通常学級の
課題解決策は。
学校教育部長 介助員は特別支援学級に配置し
ているが、緊急で特別な場合には、各学校の実態
に応じて通常学級に在籍する児童生徒の支援を
する場合もある。保護者からは通常学級への配
置要望もあるが、現在、介助員は市独自に配置し
ており、通常学級にも介助員を配置すると多額
の経費が必要となることから、市単独での配置
は難しく、国や県の支援が必要と考えている。

その他のテーマ

▶公立と民間の学童保育の今後
▶障害のある児童生徒への教育
▶元気な狭山を実現する計画案

緊
急
通
報
端
末
装
置

水
富
小
第
一
・
第
二
学
童
保
育
室

緊急時は
このボタンで
通報

狭
山
台
団
地
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

現在の入曽公民館と
旧入間小跡地

住み慣れた地域で
自分らしく暮らせる社会を

電話などでの安否確認
見守りサービスを

新たにできる公民館を
入
ま ち

曽の拠点に！
加賀谷　勉（公明党）

子どもは宝
一人ひとりが輝ける教育を

太田　博希（創造） 高橋ブラクソン久美子（無所属）

西塚　和音（創造）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､18名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆相互支援でより強固に
　地域防災計画において、市の災害用備蓄は市
内のスーパーから54,300食を調達することが
予定されている。災害時に確実に調達するため
には、一方的に提供を受けるだけでなく、市によ
るスーパーへのガソリンの優先手配などを実施
することで、双方向の支援とし、支援の確実性を
高める必要性を認めるが、見解は。
市民部長 物資などの調達の確実性を高めるこ
とは重要と考えており、協定締結先との連携を
密にし、方策を検討する。

◆実際を想定した備えを
　人が一日に５・６回トイレに行くことを考え
ると、災害時の避難想定9,000名に対し、現状の

簡易トイレ3,600回分では不足していると思料
する。また実際に使用する訓練の必要性も認め
るが、各々見解は。
市民部長 状況に応じ、災害協定に基づいた仮
設トイレを設置する。また、簡易トイレ袋は個人
でも備蓄が可能なので、引き続き備蓄の啓発を
する。なお、実際にトイレを使用した訓練は実施
していない。

その他のテーマ

▶関東・東北豪雨の教訓
▶自主防災組織災害対応訓練
▶地域経済分析システムの活用

◆市長が描く狭山市の未来
①第４次狭山市行財政改革大綱の進捗状況、ま
た、各推進項目における達成状況は。
②費用削減と市民サービスの向上を両立させる
効果的な手法は、どのような事を考えているか。
③改革を進めていくにあたり、市長にとって、市
民の皆さんが何と言ってくれたら、改革は成功

と言えるのか。
総合政策部長 ①個別行動計画は最終年度だが、
現時点で、計画目標数80項目のうち58項目72.5
％が実施済み。未実施のうち実施しないと方針
決定したのが５、今後、実施予定が６、11項目は
継続して検討すべき課題ととらえている。
市長 ②事務事業の包括的民間委託や、公の施設
への指定管理者制度の導入など、民間の経営ノ
ウハウや機動性を活用し、公民連携を推進する
とともに、行政手続のオンライン化など、質の高
い行政サービスを効率的に提供することが、費
用の削減と両立できる手法であると考える。
③このまちに住み続けたいと思い、そして実際
に住み続けていただいたときに、成功したと言
えると思っている。

その他のテーマ

▶行動計画の進捗状況は
▶市民への周知状況・方法は
▶より効果的な手法とは

◆いじめ問題
①狭山市の過去10年間のいじめ件数と解消件
数、「いじめが解消した」とする判断基準は。
②「いじめ防止対策推進法」の施行から２年経過
したが、市内各小中学校はどのような具体的政
策をもっていじめの防止を図ろうとしているか。
学校教育部長 ①件数などは右表のとおり。判
断基準は、日常の観察、直接の聞き取りなどで確
認し、さらに関係する学級や学年の複数教員が
確認し判断している。
②教育活動全体でいじめの問題を取り上げ、防
止する取り組みを行っている。さらに、いじめの
早期発見に努め、家庭とも連携し早期に対応し
ている。また、生徒が主体的にいじめ撲滅宣言を
行っている学校もある。

◆職員人事の問題
　職員給料表には主事補から部長職までの再任
用職員給料表もあり、主幹、課長職設置も可能と
なるが、今後、視野に入れているのか。
総務部長 現時点は計画していないが、職務内
容やモチベーションの維持などを踏まえ、今後、
総合的にそのあり方を考える必要がある。

その他のテーマ

▶大阪市のいじめ対策基本方針
▶人材の確保について
▶条件附採用について

◆狭山市の財政
　「財政はひっぱくしている」とのことだが、市
民には「健全な財政である」と広報紙に掲載され
ていた。その真意は。
市長 狭山市の財政状況は、財源不足を基金に頼
る部分が大きく、23年度から26年度までは実
質単年度収支がマイナスで、基金を取り崩して
対応してきた。広報さやまでは、黒字の記載はあ
るが単年度収支のことも書いてある。財政運営
の適正規模とは、基金を使うことなく、入るお金
で使うお金を賄うことが前提であり、まずは、適
正規模の財政運営とするため、すべての事業を
厳しく検証し、廃止を含め選択と集中をより意
識した予算編成を進め、必要な財源確保に努め
ていく。

◆市長に問う
　市長就任後の市政への思いは。
市長 就任から４か月経過したが、早急に方向性
を示すべき課題が山積する中で、多様な市民ニ
ーズを踏まえて結論を出すことの難しさを実感
している。人口減少や高齢化の進行などで危機
的な財政状況にある中、これまで以上に行財政
改革を進め、市の未来を守る決意を新たにした。

その他のテーマ

▶企業誘致の具体策
▶ナイトスクールの具体的方法
▶見直しをすべき事業

年度 小学校 中学校
認知 解消 認知 解消

17 8 7 28 28
18 170 163 84 67
19 107 96 57 52
20 25 24 35 30
21 7 5 28 23
22 5 5 16 14
23 1 1 22 19
24 23 23 68 63
25 13 10 32 32
26 11 9 30 30

小学校
中学校
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今後の行財政改革の行先を問う

矢馳　一郎（創造）

災害時、生きることは
食べることである

学校を安全で安心して
勉強できる環境に！

中村　正義（はつらつ）

狭山市の今後の財政

大島　政教（はつらつ） 笹本　英輔（創政会）
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『withwith  ゆぅ  市議会  ゆぅ  市議会』
これからの放送予定

11月月2929日～日～22月月44日日
22月月1212日～日～1818日日
33月月25日～31日25日～31日

ぜひご覧ください

放送開始時間は
  7時35分、13時  5分
17時35分、22時35分

委 員 長
副委員長
委 員

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
綿 貫 　 伸 子
高 橋ブラクソン

久 美 子
西 塚 　 和 音
内 藤 　 光 雄
三 浦 　 和 也
太 田 　 博 希
大 沢 え み 子
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　建設環境委員会では、新たに建設中の稲荷山配水場配水施設の内
部構造を確認しました。①点検筒の確認 ②ヘルメットを着
用して安全確保 ③高所での状況確認 ④新しく建設中の配
水場 ⑤作業用の足場を上る議員 また、市道の視察も行な
いました。⑥道路の認定・廃止の説明を受けているようす

パソコンでスマートフォンで！

狭山市議会の狭山市議会の
インターネット録画配信
配信内容 ○議案質疑や一般質問、採決など
 　議場で行われる会議のすべて
 　（委員会は除く）。
 ○withゆぅ市議会
 ○お役立ち動画

配信日 開催日の１週間以内

検索は 動画は、市議会トップページから

 ⇒右側の動画配信ボタンをクリック
 ⇒左側の配信メニューを選択
 ・「録画配信」…定例会のようす
 ・「withゆぅ市議会」…第1回から
 ・「お役立ち動画」…救急・救命
 （AEDの使い方、のどに異物が
  詰まったときの対処など）

　10月13日、狭山市自治会連合会の皆さんと、
正副議長、各委員長、市議会選出監査委員が意
見交換を行いました。
　自治会連合会からは、防災センターの視察
や入間川七夕まつりでの活動などの報告と、
今後の予定についての説明がありました。議
会からは、議会の活動と予定を報告しました。
　その後、学校統廃合に伴う通学路の設定手
順や空き家対策、ごみの回収時間などさまざ
まな意見が出される有意義な会となりました。

自治会連合会と意見交換会

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

３月定例会の予定３月定例会の予定
２月24日(水)　開会、施政方針、議案説明
　　25日(木)　議案説明
　　29日(月)　議案質疑（施政方針の質問を含む）
３月１日(火)　議案質疑
　　２日(水)～４日(金)　一般質問
　　７日(月)～９日(水)　常任委員会
　　17日(木)　委員長報告、採決、閉会

表紙の写真 現在建設中の稲荷山配水場などを視察

市 議 会 の 活 動
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